
各　位

社団法人日本サッシ協会

平成２３年度アルミ建材需要予測の見直し について

　掲題の件、当協会は、毎年３月、次年度の予測を発表しております。

　発表いたしました予測値は、３月4日に取りまとめたもので、今次の 

東日本大震災にかかる需要の変化については、加味されておりません。

　震災後の、新設住宅着工戸数および建築物着工床面積 等の実績に鑑み

当初のアルミ建材需要予測を見直した結果、下記のとおりと致しました

ので、ご報告申し上げます。

記

平成２３年３月発表の「アルミ建材需要予測」は、当初予測の  とおりとする。

理由

　４～７月間の住宅着工戸数 及び建物着工床面積の実績について、震災の

影響が、東北において認められるものの、全国的には 建築需要は回復基調

にある。

平成２３年４～７月 新設住宅着工戸数 ２８.７万戸 前年比＋ 8.6％

建築物着工床面積 ４４.５百万㎡ 前年比＋10.2％
出典：国土交通省 建築着工統計

以上
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年度

項  目 実 績 前年比 見込 前年比 予 測 前年比

木 造 用
(1)

118 -12.9% 127 8.1% 130 2.4%

ビ ル 用
(2)

89 -14.3% 87 -2.7% 90 3.4%

ｱﾙﾐｻｯｼ計
(1)+(2)=(3)

207 -13.6% 214 3.4% 220 2.8%

ド     ア
(4)

25 -9.6% 26 3.9% 27 3.8%

ｴｸｽﾃﾘｱ
(5)

75 -9.4% 80 7.0% 82 2.5%

ｱﾙﾐ製室内建具

(6)
24 -10.9% 25 2.6% 26 4.0%

ｱﾙﾐ建材計
(3)(4)(5)(6)

331 -7.8% 345 4.2% 355 2.9%

コメント

建築着工　平成２２年実績および年度見込み

１．木造住宅サッシ関係指標
  １）．平成２２年１月～１２月実績
         新設住宅着工戸数は、暦年で８１３千戸 (前年比＋3.1％)となりました。
         新設住宅着工 戸   数 ８１３千戸 前年比 ＋３．１
         新設住宅着工 床面積 ７２，９１１千㎡ ＋６．７
           木 造 住 宅 戸   数 ４６０千戸 ＋７．０
           非木造住宅 〃 ３５３千戸 ▲１．５
           木 造 住 宅 床面積 ４７，２７７千㎡ ＋８．５
           非木造住宅 〃 ２５，６３４千㎡ ＋３．６
           持          家 戸   数 ３０５千戸 ＋７．２
           貸          家 戸   数 ２９８千戸 ▲７．３
           分          譲 戸   数 ２０２千戸 ＋１９．６
  ２）．平成２２年度の見込み（４月～３月）
          年度予測で、新設住宅着工戸数は 825 千戸 （前年度比 ＋6.4％） と見込みました。

２．ビル用サッシ関係指標
  １）．平成２２年１月～１２月実績
         全着工建築物の床面積は、暦年で１２１，４５５千㎡（前年比＋5.2％）となりました。
　　　　　 全 着 工 床面積 １２１，４５５千㎡ 前年比 ＋５．２
             非 木 造 〃 ６９，２００千㎡ ＋２．９
           　　　   内非居住用 〃 ４１，０４８千㎡ ＋３．０
  ２）．平成２２年度の見込み（４月～３月）

         　年度予測で、非木造用床面積は 70,600 千㎡ （前年度比+9.6％） と見込みました。

アルミ建材需要　平成２３年度予測
１．木造住宅用サッシ
　　　平成２３年度新設住宅着工戸数については、「住宅エコポイント」の延長拡充や減税拡充などの支援策
　継続の下支えにより、雇用・所得環境は依然低迷するものの、若干の増加を見込みました。
　前年度比＋3.0％の８５０千戸（うち木造＋2.9％の４８１千戸）と想定しました。
　　　よって、木造住宅用サッシ需要は、木造住宅着工に連動して前年度比＋2.4％の１３０千トンと予測し
　ました。

２．ビル用サッシ
　　　平成２３年度非木造建築物着工床面積については、非居住分野では企業設備投資に若干の改善が
　見込まれること、及び居住分野（マンション）での若干の回復傾向が見られることより、前年度比＋3.7％
　の７３,０００千㎡と想定しました。
　　　よって、ビル用サッシ需要は、非木造床面積に連動して前年度比＋3.4％の９０千トンと予測しました。

以上のことから、アルミ建材需要全体では、前年度比＋2.9％の３５５千トンと予測しました。

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度


